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岩井 康雄
1.は じ め に
 本 稿 の 目的は 「七五 定 型 」の リズム につ いて、 これ ま で受 け入 れ られ て きた 「8
モー ラ4拍 子 論 」の問題 点を指 摘 し、 修 正 を加 え る こ とで あ る。特 に、 モー ラ音 素
(長 母 音 の 後項 要 素、2重 母音 の後 項要 素、 撞 音 、 促 音)の 配 置 と アク セ ン トが リ
ズム に対 して与 え る影 響 に着 目 し、 考 察 を進め る。 これ まで に も 日本語 教育 の立 場
か ら、 日本語 の リズム を規 定 す る要 因 と して モー ラ音 素 の配置 に着 目す る記述 は行
わ れ て き た が(土 岐 ・村 田(1989)、 鹿 島(1992))、 そ れ は教 育 の ため の 法 則 ・規 則 と
して提 示 され た もの であ り、 具体 的 な影 響につ いて は示 され て いな い。 本稿 で は定
型の パ ター ンを観 察す る こ とで、 モ ー ラ音 素 の配 置 に よる影響 と、 さ ら に、 これ ま
で見 落 とされて いた ア クセ ン トの影 響 を併 せ て示 す。
 本 稿 の構成 は 次 の通 りで ある。 まず 次章 で、 本稿 で用 い る用 語 と本稿 の考 察対 象
を明 確 にす る。3章 で、「8モ ー ラ4拍 子論 」を略述 し、 その 問題 点 を指 摘 す る。4
章 では、3章 での 指摘 を 受 けて、 デ ー タの分析 と考 察 を進 め る。5章 で、 七 五定 型
の リズ ム とリズム に影 響 を与 え る要 因及び そ の作用 を ま とめ る。
2.対 象 と用 語上 の注 意
 本 稿 の考 察 対 象 は、 現代 東 京方 言 にお け る 「七五定 型 」の リズム で あ る。 まず、
「七 五 定型 」を以 下の よう に定 義 す る。
(1)  7モ ーラ ・5モ ー ラを基調 として構成され る韻律上の定型
次の よ うな短 歌 ・俳 句 ・交通標 語 ・防 犯標 語 の多 くが、 この定 型 に従 っ て いる。
(2) aひ さか たの ひ か りの どけ き は るの ひ に しつ こ ころ な く は な の ち る らん
b.ふ る い け や か わ ず とび こむ み ず のお と
Gち ょっ と待 て くる まは急 に と まれな い
d.お 出 か けは ― 声 か けて 鍵 か けて
た だ し、3章 で み る よ う に 、「句 」(後 述)が7モ ー ラ ・5モ ー ラ で 構 成 さ れ て い る
こ と が 、 七 五 定 型 が 成 立 す る た め に 必 ず しも 必 要 な の で は な い。
 考 察対 象 を限定 す るた め に、 七五 定 型 に共 通 して認 め られ得 る リズ ム と、 あ る特
定 の作 品 に限定 され る リズム を区別 しな けれ ばな らな い。例 えば、
(3) よ きひ との よ しと よ くみ て よ し といい し よ しの よ くみ よ よ きひ とよ くみ
と い う歌 に は 、 同 音 の 繰 り返 しに よ っ て 生 み 出 さ れ る リ ズ ム が あ る1が 、 本 稿 で は
1島 木赤 彦 は、 『歌道 小見 』で この歌 を 「快 い調子 」 と評 してい る。
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この よ うな レベ ル の作 品特 定的 な リズム は扱 わず、 前者 の み を対 象 とす る。
 さ らに考察 対 象 を明 確 にす るた め には、 時代 的 限定 を行 わ な けれ ばな らない。 七
五定 型 に従 う もの と して 挙 げた(2らd)は 共 に現 代 と して も、(2a,b)は そ の成 立 年代 を
大 き く異 に して い る。 そ れ らが成 立 した時 代 にお いて、 どの ような リズ ム を持 っ て
い たか とい う問題 は、 七五 定型 の成 立 に関 わる非常 に興味 深 い 問題 では あ るが、 本
稿 で は扱 わ な い。 本稿 の考 察対 象 は、 現代 行 われ て い る七 五 定型 の読 み 方 に従 っ た
リズム で ある。
 ま た、 方 言 上の 限定 も行 わ な けれ ばな らない。 本稿 の分 析 は、 モー ラ音 素が 自立
的 な単位 をな す こ とを前提 と して お り、 そ こか ら分 析 対象 は 「モー ラ方 言」2に限 ら
れ る。 さらに次 章 以下 で ア クセ ン トに言及 す るが、 この ア クセ ン トは全 て東 京 方 言
の もの で ある。 従 っ て、 本稿 では 「東 京 方言 にお け る七五 定 型 の リズム 」を考 察 対
象 とす る。 方 言の 差異 が リズム に与 え る影 響 も興 味深 いテ ーマ で はあ るが、 本 稿 で
は扱 わな い。
最 後 に本稿 で用 い る 「句 」 と 「字余 り」とい う用 語 に っ いて の注 意点 を記 す。
本 稿 で は、「句 」 とい う用 語 を七五 定 型 の基 調 を形 成 す る7モ ー ラ ・5モ ー ラの 単
位 を さ して 用 い る。 一 般 に は、 俳 句 な ど の5・7・5の 連 続 全 体 を さ して 「句 」 と
い う 用 語 を用 い る 場 合 も あ る が 、 本 稿 で は 、 そ の よ う な 意 味 に は 用 い な い 。
 ま た 、「字 余 り 」 と は 、 一 般 に モ ー ラ 数 が 規 定 の7モ ー ラ ・5モ ー ラ を 越 え て い る
こ と を さす が 、 本 稿 で は 、 次 章 に 見 る よ う に、 七 五 定 型 の リズ ム は 必 ず しも モ ー ラ
数 だ け で 規 定 さ れ て い る の で は な い と い う立 場 を と っ て い る 。 従 っ て 、 本 稿 で い う
「字 余 り」 は 、 あ く まで も 聞 き 手 ・読 み 手 が 「納 ま りが 悪 い 」 と感 じる、 そ の 直 観
に 支 え ら れ て い る 。 こ の 「納 ま りの 悪 さ 」 は、 単 に 「音(=モ ー ラ)」 が 余 っ て い
る と 感 じ られ る 場 合 と、 句 中 で 拍 子 に 乱 れ が あ る と感 じ ら れ る場 合 の2通 りが あ る
も の と 思 わ れ る。 こ の 相 違 は 微 妙 な も の で あ り、 両 者 の 間 を 容 易 に揺 れ動 く。 即 ち 、
拍 子 に う ま く納 め よ う とす る と、「音(=モ ー ラ)」 が 余 り、 そ の 余 り が 出 な い よ う
に す る と、 拍 子 が く ず れ る と い う 関 係 に あ る も の で あ る。 従 っ て 、 個 々 の 場 合 に つ
い て そ の どち ら で あ る か を 明 確 に 判 断 す る こ と は 困 難 で あ り、 本 稿 で は、 この2っ
の 「納 ま りの 悪 さ 」 を ま とめ て 「字 余 り感 」 と呼 ぶ 。
3.8モ ー ラ4拍 子 論 とそ の 問題 点
 七 五 定 型 の リ ズ ム に つ い て 、 こ れ ま で様 々 な 議 論 が な さ れ て き た が 、 そ れ らは 大
き く2っ に分 類 で き る 。1っ は 、5モ ー ラ ・7モ ー ラ と い う モ ー ラ数 が 、 直 接 、 リ
ズ ム の 基 盤 を な す と い う見 方 、 い ま1っ は、5モ ー ラ ・7モ ー ラ に 休 止(3モ ー ラ
2 「モ ー ラ 方 言 」 に つ い て は、 柴 田(1962)参 照 。
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.1モ ー ラ)を 含 め た8モ ー ラ分 の 等 時 的 単 位 を 想 定 し、 そ れ を リズ ム の 基 盤 と す
る 見 方 で あ る(cf.別 宮(1977))。 本 稿 で は後 者 の 見 方 を 「8モ ー ラ4拍 子 論 」 と呼 ぶ 。
 本稿 は8モ ー ラ4拍 子論 に従 うが、 そ の理 由は、 例 え ば次 の例 に も七 五定 型 に共
通 す る リズムが あ る こ とを前者 の 見方 で は捉 え られ ない か らであ る。
(4)    123456 12345678 12345
    【ア カ シ ン ゴー1ミ ンナ デワ タ レバlコ ワ クナ イi
こ こ で 第1句 ・第2句 は そ れ ぞ れ6モ ー ラ ・8モ ー ラ に な っ て い る が 、 こ の6・8
・5の 連 続 は 、 俳 句 な ど に み ら れ る5・7・5の 連 続 と リ ズ ム の 面 で 相 違 を 感 じ さ
せ な い。 即 ち 、 こ れ は 七 五 定 型 に 「は ま っ て い る 」の で あ る。 こ の こ と は、5モ ー
ラ ・7モ ー ラ と い う モ ー ラ 数 に と ら わ れ た 分 析 で は 説 明 す る こ とが で き な い。
 本 章 で は、3.1節 で8モ ー ラ4拍 子論 の 基盤 を略 述 し、32節 で8モ ー ラの構 成 に
っ いて の これ まで の研 究 を検討 し、3.3節 で その 問題 点を指摘 す る。
3.1.8モ ー ラ4拍 子 論
8モ ー ラ4拍 子 論 で は、 次 の2点 を 基 盤 と して 七 五 定 型 の リ ズ ム を 分 析 して い る。
(5)   a2モ ー ラ を1拍 子 と して 単位 を形成 す る。
    b.5モ ー ラ ・7モ ー ラ とも に休止 を含 め て8モ ー ラ4拍 子 を構 成 す る。
 (5a)は 、 日 本 語 は2モ ー ラ が1単 位 に ま と ま り や す い、 と い う指 摘(土 居(1927)、
金 田 一(1988)、Poser(1990)他)と 共 通 の 性 質 に根 ざ す も の で あ る と 思 わ れ る 。 ま た 寺
西(1987)は 、 七 五 定 型 に お け る この2モ ー ラ の 単 位 を 実 験 に よ り実 証 して い る。
 こ れ ま で 、 こ の2モ ー ラ の 単 位 は 、「拍 」 「拍 子 」 「foot」 等 さ ま ざ ま に 呼 ば れ て き
た。 本 稿 で は 、 音 楽 的 に捉 え る べ き 「拍 子 」 と 日 本 語 の リ ズ ム を 形 成 す る2モ ー ラ
の 単 位 を 区 別 し、 「拍 子 」 に 対 応 す る 単 位 を 「フ ッ ト」3と 呼 ぶ 。
 (5b)に つ い て は 、 別 宮(1977)に 次 の よ う な 分 析 例 が 示 さ れ て い る 。
(6)別 宮(1977,p.77)
廷J― コ ∫―コ ♪ γ ～=1∫ 一り ♪ γ∫―⊃ ∫―り1∫ コ 」―つ ♪ γ き1
ヒサ カ タ ノ    ヒ カ リ ノ ドケ キ ハ ル ノ ヒニ
r―コnn♪ γln♪ γ∫つ/― コ1
シ ヅコ コ ロナ ク  ハ ナ ノ チ ル ラ ン
 8モ ー ラ4拍 子 論 に基づ く分析 に よ って初 め て、 先 の(4)の よ うに6モ ー ラ ・8
モ ー ラの句 を含 む もの にっ いて も、 それ が七五 定 型共 通 の リズ ムを持 つ こ とが 説 明
3P
oser(1990)も2モ ー ラ の 単 位 を 「ﾘt」 と 呼 ん で い る が 、 そ こ で 考 え ら れ て い る の は 、
「template」 と しての 単位 で あ り、「ﾘt」 を構 成 す る2モ ー ラが連続 す る2モ ー ラでな くて
も よい 点な と、 本稿で 考 えてい るフ ッ トと同 じもので はな い。
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可 能 に な る。
(7) 廷∫つ ∫つrり きInnnnI∫ 一⊃rり ♪ γき1
 アカ シンゴー   ミンナデワタレパ コワクナイ
上記 の よ うに、 この場 合、6モ ー ラ ・8モ ー ラの 句は 句 内の 休止 が それ ぞ れ減 少及
び消滅 しただ けで あ り、2モ ー ラで1拍 子 が形 成 され て い る点 も、8モ ー ラ分 の等
時的 単位 の繰 り返 しも何等 損 なわ れ て いない ので あ る。
3.2.8モ ー ラ4拍 子 論 に お け る8モ ー ラ の 構 成
前 節 で8モ ー ラ4拍 子 論 の 基 盤 の1つ が、8モ ー ラ の 等 時 的 単 位 の 繰 り返 しで あ
る こ とを記 したが 、 これ まで、8モ ー ラの構 成 にっ いて 十分 な検 討 は な され て こな
か っ た。本 稿 で考 察 す るモ ー ラ音 素 の配 置 ・アクセ ン トの影 響及 び 形態 ・統 語 レベ
ル の構造 と リズム の 関係 に っ いて問 題 が残 され てい る。 本節 で は、 これ まで に8モ
ー うの構 成 につ いて考 え られて きた こ とを略 述 する。
 まず 、 モ ー う 音 素 の 配 置 に つ い て は 、 別 宮(1977)と 寺 西(1987)に 次 の よ う な 異 な
っ た 言 及 が あ る。
(8) 菱3U宮 (1977, p.65)
モー ラ音 素 が 「1拍(=拍 子)の 頭 に 」 き て も 「さ しっ か え な い 」
例)1オ ペ1ン ト1ヅ ケlテ ー1ド コ1イ クiノ ー14
(9) 寺 酉 (1987,p.10)
「日本 語 の 伝 統 的 な 詩 歌 や 韻 文 は、2モ ー ラ1拍(=拍 子)型 に した 時 に、 第1
モー ラ に待 機 音 韻(=モ ー ラ音 素)が 現 れ るの を慎 重 に 避 け て作 って あ るJ
「地 震、 雷、 火 事、 親 じ」 の よ うな例 は、 「_じ しん か み な り か じお や
じ一」 と し、 「喋 る側 で処 理 で き る」
2モ ーラ で形成 さ れ る拍子 の前項 に、 モー う音素 が く る こ とを、 別 宮 は 「さ しつ か
え な い」 とい う見 解 に立 ち、 寺 西は 避 け る傾 向 があ る とい う見解 に立 って い る。
 また、形 態 ・統 語 レベルの構 造 と七五定 型 の リズムの関 係 に関す る言及 と して は、
別 宮(1977)に よる 「音 数 分 拍 」 と 「意 味分 拍 」 にっ いて の 規 定 と、 上 山(1991)に よ
4本 稿 にお いて は、 以下 の表記(略 号)を 用い る。
11:拍 子 の区切 り      F:フ ッ ト(2モ ー ラか らな る単位)
[]:文 節境界        0ま た は_=1モ ー ラ分 の休 止
M :モ ー ラ音 素        コ:ア クセ ン ト
m :通 常の モー ラ
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る文 節 境界5と 拍 子 の食 い違 い につ いて の規定 が ある。
 まず 、 音 数 分 拍 ・意 味 分 拍 につ い て 概 略 を 示 す 。 別 宮(1977)に よ る と音 数 分 拍 と
は 「意 味 と は 無 関 係 に2音 節(=モ ー ラ6)ず っ ま と め て い く原 理 」(P.59)で あ り、 意
味 分 拍 とは 、サ ク ラ ジ ヱ で は な く サ ク 量 ジ マ の よ う に 「意 味 に従 つ たJ(P.60)
「区 切 りJ7の 原 理 で あ る と さ れ て い る 。 ど ち ら に 従 う か は 、 構 成 素 の モ ー ラ数 の 組
み 合 わ せ 一例 え ば 「桜 島 」 な ら 「サ ク ラ+ジ マ 」で あ り、3+2と な る ― に よ る も
の と さ れ て い る8。
 この 音数 分拍 ・意味 分拍 と七五 定型 の リズム との 関係 にっ い て だが、 別 宮 に よる
と、 音 数分 拍 ・意 味分 拍 の原 理 で 区切 った場合 に全 て が2モ ー ラの単 位 にな って い
れ ば、 そ の単 位 が その ま ま七 五定 型 の拍子 には ま るこ とになる。 問題 は 、1モ ー ラ
の単 位 が現 れ た場 合 で あ る。 七 五定 型 の場 合 、 別 宮 に よ る と 「2音 節(=モ ー ラ)
ず っ に切 って い って1音 節(=モ ー ラ)の は ん ぱが 出れ ば、(中 略)か な らず休 み を
入 れ て2音 節(=モ ー ラ)分 の長 さを保 たせ る 」(P.66)と い う処 理 が行 わ れ る こ とに
な る 。
 別 宮 は上 記 の処理 を 前提 と し、 共 に8モ ー ラ であ る 「わが 思 ふ人 は 」 と 「惜 しく
もあ るか な 」の間 の相 違 を指摘 、 そ れを 「2種 類 の 字 あ ま り」 と して、 次 の よ うに
説 明 して い る 。
5上 山(1991)で は、 後 述 の よ う に 、「こ と ば 」 と 拍 子 の 食 い 違 い と い う 表 現 が 取 ら れ て お り、
「文 節 」 とい う用 語は 用 い られて いな い。 しか し、 挙 げ られ てい る例か らは、 この 「こと
ば 」 とい う用語 は 「文 節」 を意 味 す るもの と推測 で き、 また、 土 山氏御 自身か ら 「文節 と
い う単 位が もっ とも近 い」 とい うコメ ン トをい ただ いた。 留保 すべ き点 は あ るか も しれ な
いが、 本稿 で は、 上 山氏 の 御指摘 は、「文 節」 境界 と拍 子 の食 い違 いを問 題 に してい るもの
と して議論 をすすめ る。
6以 下、 引用部分 中の0に よる注は、 引用者 に よる もの であ る。
7別 宮(1977)で は、 この 「区 切 り」 につい て、「(区 切 りの位置 で)切 った り休 んだ りす るわけ
で はな い。 た だ、 そ こで切 れ るよ うな感 じに読む だ け。 お もて には あ らわれ な い感 覚、 リ
ズ ムの とらえ方 」 亀56)で あ る とされ てい る。
8構 成 素 の モー ラ数 の組み 合 わせ と区切 りの対応 は、 別 宮(1977,p.63)に よ ると次の通 りであ る
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Iあ し ―で ま1と いl
iあ し ―で1ま と1い ―
1し ろ1て ぬ1ぐ い ―
2種 類 の 区切 りが 記 され て い るもの の内、eで は、「意 味分拍 」 の方 が 「優勢 」で あ る とさ
れ、d,g,ijで は 「音数分拍 」 と 「意味分拍 」の 両方が 「可能」 であ る とされ てい る。
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(ユ0)別 宮(1977,PP.91―92)
「 『わ が思 ふ 人 は 』 は、 字 あ ま り8音(=モ ー ラ)だ が、 本 来 な ら1ワ ガ1オ
モ1フOIヒ ト1ハOlと5拍(=拍 子)に な り、 た とえ ば 同 じ8音(=モ
ー ラ)の 『惜 し くも あ る か な 』 が ―ヲ シ1ク モ1ア ル1カ ナ1と4拍(=拍
子)に 分 け られ る の と異 な るー 」
「 『わが 思 ふ人 は 』 は、 字 あ ま りで あ る の み な ら ず、 拍(=拍 子)ま で あ ま っ
て い る。 そ して、 本 来 は 必 要 な休 み を省 略 す る こ と に よ っ て、 ど う に か 拍
(=拍 子)の 帳 尻 を合 わ せ て い る」
 別 宮 は、「わが 思 ふ人 は」9の他 に、「浪 間か き わけて 」と 「息 もつ き あへ ず 」を 同様
の例 と して挙 げて い る。 これ らは、 いず れも複数 の 文節 を含 み、 かつ前 か ら2モ ー
ラず つ 区切 って い くとす る と、 文 節境 界 を拍 子 が また ぐもの で あるio。 その 点 で は
後 述 す る上 山 と同様 の 指摘 とも考 え られ るが、 別宮 は 必ず しも文 節境界 を問題 に し
て いる ので はな い。 この点 にっ い ては、 次 節 で問題 点 と して述 べ る。
文 節境 界 と拍 子 の食 い違 い にっ いて の上 山の規 定 は次 の通 りで あ る。
(11)上 山(1991 pユ9)
「(後 半 の)こ とば の は じめ が 拍 子 の 頭 とあわ な い と、
っ て しま うJ
例)aは い/¥"ズ
  b.ふ る い け や
cf. a'.は い ボ ー ズ
b'.ふ る い け や
(中 略)大 変不 自然 に な
りぼ んと璽( に っ こ り と   (p.19)
か わ ず 幽 み ずの お と11 (p.22)
りぼ ん を む すん で に っ こ り と  (p.19)
か わ ずが とび こむ み ず のお と  (p.22,)
9こ の例 は、42節 で述ぺ るように、 ア クセ ン トの位置等 に問題が あ り、 筆 者の 立場か らす る
 と、 ここでの 議論の ための典 型例 と して はふ さわ し くな い もの であ る。
io文 節 境界 を 含 まな い場合、 即 ち、 1文 節 で構成 されて い る と き、 別 宮 に よる と、 例 えば、
「桜 色」 は、立 ク 乏Ω 」=旦 で も サ ク2∠ 董.・ で も 「不 自然 では ないJ(pb7)と され て
い る。 これ は音 数分 拍 も意味 分拍 も可 能 な 「3モ ー ラ+2モ ー ラ」 の構 成 であ るが、 次に
示 すbの 「畳 表」 は意 味分拍 が 「優 勢 」で あ る とされ る 「3モ ー ラ+3モ ー ラ」 の構 成 で
あ る(c峵?)。 しか し、 これ らには 「浪 間か きわ けて」 「息 もっ きあ へ ず」 にあ る 「字 余
り感 」 は感 じ られな い。
a.白 布 を   桜 色 に まで 染め あげ た
b.引 っ越 しで 畳表 まで  取 り替え た
a'.
b'。
サ ク ラ○ イ ロ または サ ク ライ ロ○
タタ ミ○ オ モ テ0
本稿 で は4章 以下 で、8モ ー ラの 句 の 「字余 り感」 を考 察 して い くが、1文 節で構 成 され
る句 につ いて は、 意味分 拍 を考 えな い。
11こ の例 は、 引 用 した説 明の下 に例 示 され てい る もの では な く、「字余 り」 の理 由 を説 明 させ
 る 「応 用問 題」 の一部 であ る。 しか しこの 例に っいて も、(11a)の 場合 と同様 に捉 え る ことを
 求 めて い るの は明 かで あ り、 筆者 は その 意図 を上山氏 御 自身 か ら説 明 され た ことも あ る こ
 とか ら、 こ こで引用す ることに問題 はな い もの と考 え る。
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(12)に み る よ う に ・(11a',b')が 「こ とば の は じめ と拍 子 の 頭 が ず れ て い な い 」の に 対
し、(11a,b)で は 「こ と ば の は じめ と拍 子 の 頭 が ず れ て し ま う 」の で あ る 。
(12)  a・    1リ ボ1ン 上―⊥_r/1エ テ1
b.   1カ ワ1ズ 上―L旦 コ1ン ダ ―
a'.   lリ ボlン ヲlム ス1ン デl
b'.   ―カ ワ1ズ ガ1ト ピ1コ ム1
 上 山(1991)は 言語 学 の 入 門書 であ り、 そ の性 格 か らこ こ では 入門 者 向 けの用 語 が
用 い られて い るが、 この説 明 は本稿 で い う8モ ー ラ4拍 子論 に基 づい た ものであ り、
本稿 の用 語 で は 「(後 半 の)文 節 境 界 が拍 子 と食 い違 うと き、 『字 余 り感 』が 生 じ
る 」 と捉 え る こ とが で き るもの で ある。
3.3.問 題 点
本 節 で は 、 前 節 ま で に み た8モ ー ラ4拍 子 論 の 問 題 点 、 特 に、 そ の8モ ー ラ の 構
成 につ いて の問題 点を検 討 す る。別 宮 の区切 り法 と上 山の文 節境 界 の規 定 につ いて
は後 に考 察す るこ とと し、 まず、 モー ラ音 素の配 置 に関 す る問題 点 か ら考 え る。
 前節 でみ たモ ー ラ音 素 に関す る別 宮 と寺 西の 間 にあ る見解 の相 違 は、 それ 自体 が
1っ の 問題 であ る が、 いず れ の見解 を とる と して も、8モ ー ラの構成 に よって 「字
余 り感 」 に相 違 が生 じる場合 が あ る。 以 下、 順 に検 討 して い く。
まず 、 岩 井(1992)で 挙 げ た 次 の 例 を考 え る 。
(13) a紫 の スプ リ ン ター か ら 走 り出 す
b.紫 の ス タ ー レ ッ トか ら 走 り出 す
(13a)と(13b)を 比 べ る と 、(13a)は 調 子 良 く 感 じ ら れ るの に 対 し、(13b)に は 「字 余 り感 」
が あ る こ とが わ か る12。
 モ ー ラ音 素 の配 置 を考 慮 しない別 宮 の見解 を とる と、 この相違 を説 明 す るこ とが
で きな い。 そ の た め岩 井(1992)で は、 基本 的 に寺 西の見 解 に従 い、 拍 子 に対応 す る
フ ッ トの パ ター ン とモ ー ラ音 素の 配 置 か ら(13a)と(13b)の 相違 を以 下 の よ う に捉 え
る提案 を行 っ た。
(14) モー ラ音 素 が前 項 要 素 に な る よ うな フ ヅ トを形 成 して は な らな い。
12(13b)に 「字 余 り感 」が ない と感 じる場合、 仮 に次の例 に おいて も 「字余 り感 」が ない と
した ら、 それ は、4章 で検 討す る 「シフ ト」が 起 こってい る場 合 であ る。
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ス プ リ ン タ ー か ら
F *F *F F
nnnn
ス タ ー レ ッ トか ら
b2.  F F F F
nnnn
_ス タ ― レ ッ トか*ら
こ こ で 、(14)の 規 定 に 従 う と、(13a)に は 問 題 は な い が 、(13b)で は 、(15bl,b2)の よ う に
認 可 さ れ な い フ ッ トま た は モ ー ラ が 生 じて しま う こ と に な る。(15b1)の 場 合 、 フ ッ
トの 前 項 要 素 が モ ー ラ音 素 で あ る も の が2っ あ り、 こ こ で 拍 子 の 乱 れ が 生 じて しま
う。 ま た(15b2)の 場 合 、 フ ッ トが 規 定 を 犯 す こ と を 避 け る た め に、 言 葉 と フ ッ トの
対 応 を1モ ー ラ 後 ろ に ず らす と、4フ ッ トに納 ま らな い モ ー ラ が 生 じ、「字 余 り 」 と
な っ て し ま う。
 岩井(1992)の 段 階で は、 上記 の よ うに考 えて いた。 しか し、 その後 の 検討 の結 果、
これ だけで は説 明 で きな い現象 が あ る こ とが判 明 した。 次 の2つ を比較 して み る。
(16)  a 最近は チカシゲンカ ダケ(地 下資源課だけ)忙 しい
    b.最 近は チカシゲンブダケ(地 下資源部だけ)忙 しい
この 例の第2句 で は、 モー ラ音 素 の配置 は、 以 下 に示 す とお りで、全 く同 じで あ る。
(17)    FFFF
nnnn
         mmmmMmmm
に も関 わ らず、(16b)に は(1ﾘ)に は な い 「字 余 り感 」が 生 じて い る。 この 相 違 は、
上記 の ような モ ー ラ音 素 の配 置 だ けで は説 明 で きない。 即 ち、 寺 西 の立 場 を取 っ て
も説 明 で きな い もの であ る。第2句 の第6モ ー ラの分 節音 の相 違 が、 リズ ム に影響
を与 え て いる とは考 え られ ないの で、 この 「字余 り感 」の相違 は、 次 に 示す よ うな
両者 の ア クセ ン トに基 づ くもの と考 え ざるを えな い13。
(18)  a   チ カシゲ ンカダケ (平 板型)
    b.   チカ シゲ 「ンブダケ
モ ー ラ音 素 の配 置 とア クセ ン トの 影 響は これ まで の8モ ー ラ4拍 子論 で は十 分 には
考 慮 され て いな い。 特 に アクセ ン トが影 響 を与 えて い る こ とは、 筆 者 の知 る限 り、
13(13b)の 例 で も、 平板 型 にな る例 と比較 を してみ る と、 その相 違 は微妙 であ るが、 やは りア
クセ ン トの影 響 を感 じる ことが で きる。
  8.紫 の  スタ 「一 レッ トか ら 走 り出 す(=13b)
  b.全 体の ス ター レッ ト化が  進み 出す(平 板型)
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全 く指 摘 され て いな い。 この 点 を第1の 問題 点 とす る。
 次 に、 以 下の 例 を考 え て み る。
(19)
a 提 案 の
b.提 案 の
G 提 案 の
123456789
フ カ ンゼ ンセ ー
フ カ ンゼ ンセー ガ







第2句 に 注 目す る と、(19a)は 、 通 常 の7モ ー ラ で あ る が 、「字 足 らず 」 に 感 じ られ14、
8モ ー ラ で あ る(19b)が 納 ま り良 く 感 じ ら れ る 。 さ ら に 、(ユ9c)は9モ ー ラ で あ る が 、
(19b)の8モ ー ラ の 句 と 同 じ く 「字 余 り感 」 は感 じ ら れ な い。8モ ー ラ を 越 え る 句 を
原 理 的 に 「字 余 り 」 とす る 、 こ れ ま で の 「8モ ー ラ4拍 子 論 」 の 説 明 で は、 こ の 直
観 を 捉 え る こ とが で き な い 。 こ の 点 を 第2の 問 題 点 とす る 。
 以上 が モー う音 素の 配 置 及び ア クセ ン トに関す る問題 点 であ る。次 に、別 宮 の 区














み ずの お と
み ずの お と
み ずの お と
(2ユ)に み る よ う に 上 山 の 規 定 に よ れ ば(cf.(11))、 こ れ らの 例 は 全 て 「不 自 然 に な っ て
し ま う 」 は ず で あ る。 しか し、(20a)の 受 け 入 れ 難 さ に 比 べ 、(20b)の 容 認 性 は、 は る
か に 高 い。 ま た 、(20c,d)の 「字 余 り感 」 は 、(20b)に 比 べ る とや や 大 き い か も しれ な い
が 、(20a)に 比 べ る とや は り小 さ く、 よ り容 易 に 受 け 入 れ られ る も の で あ る 。
(21) al[カ ワlz,rrlピ コ1ン ダ]―
b.1[カ ワ1-1ヨ イ1デ ル]I
cl[カ ワlz―1L之1ズ ン1デ ル]―
a.1[カ ワ1皿1ラ ペ1テ ル 】1
 こ こ で 前 節 で み た別 宮 の 「2種 類 の 字 あ ま り 」 に つ い て の 指 摘 に よ っ て 、(20)を
「浪 間 か き わ け て 」や 「息 も っ き あ へ ず 」 と 同 様 に 分 析 す る と す れ ば(cf.(22))、(20a)
につ い て は、 上 山 と 同 様 に 「字 余 り 感 」 が あ る こ と を 説 明 す る こ とが で き る。 しか
しそ の 場 合 、(20b,c,d)に(20a)と 同 様 の 「字 余 り感 」 が 感 じ ら れ な い こ と を 説 明 で き な
14 (19
a) は 、
まnn♪ rき1γ ♪nJ一 コnlnn♪ γき1
 テ イア ン ノ     フ カンゼ ンセ ー シ テキサ レ
とな ってい る とする判断 も可 能 であ り、 この場合 には 「字足 らず感 」 はな い。 ここでは こ
の ような判断の 可能性 を否 定す るもので はない。
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い 。
(22)  a.― カ ワ ―ズOlト ビ ―コ ン ―坐Ql
b.1カ ワ1ズOlオ ヨ1イ デ1凶l
c.1カ ワiズOlシ ズ ―ンデ ―ル」Ql
d.― カワ1ズOlシ ラ1ペ テL巫)1
 別 宮 は、 音 数 分 拍 ・意 味 分 拍 の 原 理 の ど ち ら が、 ど う い う場 合 に機 能 す る か を 特
定 して い な い 。 そ こ で 仮 に 音 数 分 拍 の 原 理 が(20)に つ い て も働 く とす る と、 音 数 分
拍 は 、 前 か ら2モ ー ラず つ 区 切 っ て い く原 理 な の で 、 拍 子 が 「あ ま る 」 と い う こ と
は 起 こ ら な い 。 こ の 場 合 、(20b,c,d)に 「字 余 り感 」 が な い(ま た は 、 小 さ い)こ と は
説 明 で き る が 、 今 度 は 、(20a)に 「字 余 り感 」が あ る こ と を 説 明 で き な い 。(20a)に っ
い て は 意 味 分 拍 、(20b,c,d)に つ い て は 音 数 分 拍 の 原 理 が 働 く と す る こ とが で き れ ば 問
題 は な くな る が 、 そ の よ う な 提 案 は な さ れ て い な い15。
 筆 者 は、 文 節境 界 と リズムの 関係 に関す る規定 の 必要 性 は認 め るが、 この場 合 に
も、 モ ー ラ音 素 の配 置や ア クセ ン トの位 置 とい った音 韻 環境 に よっ てr字 余 り感 」
が生 じない、 また は小 さ くな る場 合 が あ る こ とを考慮 しな けれ ばな らな い もの と考
え る。 この 点 を第3点 と して、次 章 以 下で 考察 す る。
4.モ ー ラ 音 素 の 配 置 と ア ク セ ン トの 影 響
 本 章 では8モ ー ラの 句 を含 む作 例 の 「字 余 り感 」の検 討 を通 して、 モ ー ラ音 素の
配 置 とア クセ ン トが リズ ム に対 して与 え る影 響を観 察 す る。8モ ー ラ句 を検 討 す る
の は、 句 が7モ ー ラで構 成 されて い る場合 に は、 休 止壷 どこに入 れ るか にっ い て 自
由度 が あ るため で あ る。8モ ー ラ を全 て埋 め てお くこ とに よ り、 モ ー ラ音 素 の配 置
とア クセ ン トの 位 置 を固定 で き、 その 影響 を抽 出 でき る ので あ る。
 以 下、4.1節 でモ ー ラ音 素 とア クセ ン トが リズ ムに与 え る影 響 を観 察 し、4.2節 で
文節 境界 の位 置 に よる影 響 を検討 す る。
4.1.モ ー ラ 音 素 の 配 置 と ア クセ ン トの 影 響
本 節 で は、1文 節 か らな る8モ ー ラ の 句 に つ い て、 以 下 の 順 で 検 討 して い く(そ
れそ れ の数 字 は該 当す る例 文番号 で あ る)。
lb別 宮は、「両 法則の 力関係 は、 結 局、 感 覚 や気分、 雰 囲気 に支 配 され る とい うほ かな さそ う
 であ る」(c.so)と して い る。
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(23) 乱 モー ラ 音素 が フ ヅ トの 後項 要 素 で あ る場 合    (24)
b.ア クセ ン トが フ ヅ トの 前項 要素 にあ る場 合    (25)
G ア クセ ン トが フ ッ トの 後 項 要素 にあ る 場合    (26)
a.モ ー ラ音素1つ が フ ッ トの 前項 要 素 で あ る場 合(平 板 型) (27)
d'.モ ー ラ 音素1つ が フ ッ トの 前 項 要 素 で あ り、 そ の モ ー ラ音 素 を 含 む 音 節 に
 アクセ ン トがある場合                (29)
d".モ ー ラ音素1っ がフ ヅ トの前項要素で あ り、 そのモー ラ音素 を含む音節 以
 外 の 音 節 に ア クセ ン トが あ る場 合            (31β2)
e.モ ー ラ音 素2っ が フ ヅ トの 前項 要索 で あ る場合(平 板 型) (33)
e'.モ ー ラ 音 素2っ が フ ヅ トの 前 項 要 素 で あ り、 そ の モ ー ラ音 素 を 含 む音 節 の
 どち らか に ア クセ ン トが あ る場 合            (36)
e".モ ー ラ 音 素2つ が フ ッ トの 前 項 要 素 で あ り、 そ の モ ー ラ音 素 を 含 む 音 節 以
 外 の 音 節 に ア クセ ン トが あ る場 合            (38)
? モー ラ音 素3つ が フ ヅ トの 前項 要素 で あ る場合(平 板 型) (39)
P.モ ー ラ 音 素3っ が フ ッ トの 前 項 要 素 で あ り、 そ の モー ラ 音素 を 含 む音 節 の
どれか にア クセン トがあ る場合            (44)
 最 初 に次 の例 を検 討 す る。 こ れ らは 全 て平板 型 であ り、 モ ー ラ音 素 は、 前 か ら2
モー ラず つ 区切 っ てい っ たフ ッ トの後項 要 素 にな って い る。 これ らには、 全 く 「字
余 り感 」 は 生 じな い 。
(24) a 最 近 は














力之 ガエ ゴ トダ ケ(考 え ご とだ け)増 え ま く り
フ ク ジン ズ ケ ダ ケ(福 神 漬 け だ け)食 べ ま く り
Jヤクニ クキョニ ショク(弱 肉 強食)  隙 も無 し
ニ トロ グ リセ リr(ニ トロ グ リセ リン)命 取 り
力之 ゼ 之 ム ケ ヅノ(完 全 無 欠 の)
カま ゾ クバ ン ダ ケ(海 賊 版 だ け)
ヒャ,yパ ヅヒャクチュニ(百 発 百 中)
ソ クセ 之 ソ,yケ ヅ(速 戦 即 決)
ヒャクセ ≧ ヒャクショ=(百 戦 百 勝)
ニ ク ジ キサ 孟 夕孟(肉 食 妻 帯)
ア之 ゼ 之 セ=ダ ケ(安 全 性 だ け)
ア之 シ≧ リ ヅメコ(安 心 立 命)
イ,yカ クセ 之 キ≧(一 摸 千 金)
ドク ダ之 セ ≧ ココ(独 断 専 攻)












ま た、 次 の 例 は 、 第2句 の 奇 数 モ ー ラ、 即 ち、 前 か ら2モ ー ラ ず っ 区 切 っ て い っ
たフ ッ トの 前項 要 素 に アクセ ン トが あ る場 合 であ る。 これ らにつ い て も大 きな 「字
余 り感 」は な い。
(25) a 大役 で
b.学 生 は
G 世の 中 に
d.犯 人 の
ア1ク トレス トシテ(ア ク トレス と して)
モ ラ ト1リ ア ム ダ ケ(モ ラ トリア ム だ け)
ア ナ ク ロニ1ズ ム ガ(ア ナ ク ロニ ズ ムが)






 モー ラ音 素 が フ ッ トの後 項要 素 で あ る場合 は、 前 章 で み た(14)の 規定 を犯 して い
な い場台 で あ る。 また、 ア クセ ン トがフ ッ トの前項 要 素 で ある場 合 は、 フ ッ ト境 界
で ア クセ ン トが高 か ら低へ と変化 す る こ とが な い場 合 で あ る。 上 記 の観 察 か ら、 こ
の よ うな場合 には、 モー ラ音素 の 配 置や ア クセ ン トが 、「字余 り感 」を生 み 出す よ う
な影 響 を リズ ム に与 え るこ とはな い もの と思 われ る。
 ま た 、 ア ク セ ン トが 第2句 の 偶 数 モ ー ラ(句 末 の 第8モ ー ラ を 除 く)に あ る 場 合
に も、 即 ち 、 前 か ら2モ ー ラず つ 区 切 っ て い っ た フ ッ トの 境 界 に ア ク セ ン トが あ る
場 合 に も 、 次 の 例 に み る よ う に 顕 著 な 「字 余 り感 」は 、 生 じて い な い18。
(26)  a ― 流 の ス ペ1ク タ クル ニ モ(ス ペ クタ クル に も)感 激 し
b.大 学 の ア カ デ ミ1ズ ムニ モ(ア カデ ミズ ム に も)影 が さ し
C.日 本 の エ レク トロニ 「 クス(エ レ ク トロニ ク ス)衰 退 期
 以 下 、(23d,d',d')に あ た る場 合 の 検 討 に移 る 。 まず 、 モ ー ラ 音 素1つ が 第2句 の 奇
数 モ ー ラ(第1モ ー ラ を 除 く)に あ り、 全 体 が 平 板 型 に な る場 合 を み る 。
(27) a 江 戸 っ子 は ハ ナ.Jパ シラ ダ ケ(は な っ ぱ し らだ け)頑 丈 だ
b.最 近 は   チ カ シゲ ≧ カダ ケ(地 下 資源 課 だ け) 忙 しい(富16a)
G 振 る 舞 い は オ ガサ ワ ラ リュニ ノ(小 笠 原 流の)   娘 さ ん
こ こ で 、(27)に お け る 拍 子 に 対 応 す る フ ッ ト とモ ー ラ 音 素 の 配 置 との 関 係 は、 そ れ
ぞ れ 次 の よ う に な る。
(28)a. FFFFb. FFFF c.FFFF
nnnn  nnnn  nnnn
mmMmmmmm   mmmmMmmm   mmmmmmMm
そ れ ぞ れ は 、2・3・4番 目 の フ ッ トで(14)の 規 定 を 犯 して い る こ と に な る。 しか
し、 こ こ に は 、 顕 著 な 「字 余 り感 」 は 感 じ ら れ な い17。
 次 に モ ー ラ 音 素 の 配 置 が 、(28a,b,c)の パ タ ー ン と 同 じで あ り、 そ れ ぞ れ モ ー ラ音 素
の 直 前 に ア ク セ ン トが あ る(即 ち 、 モ ー ラ 音 素 を 含 む 音 節 に ア ク セ ン トが あ る)場
合 を み る と、 次 の よ う に な っ て い る 。
18(26縞c)の 場 合 に は 後 に み る 「シ ン コ ペ ー シ ョ ン 」 の リ ズ ム ・パ ター ン に は ま っ て い る と い
う判断 も可能 であ る。 ま た、(26b)に っいて は、 微妙 だが、 アクセ ン トの 影響 で拍 子 に乱
れ があ る とい う判 断 もあ り得 る。 その微妙 な影響 の存在 は、 平板型 に なって い る次の例 と
比 較 してみ る ことで、 看取 で きるか も しれな い。
   マ ニュ アルの ア カデ ミズ ム向 き 用 語法
17(27らc)に お い て も、 次 に 検 討 す る 場 合 と 同 様 、「シ ン コ ペ ー シ ョ ン 」 の リ ズ ム ・パ タ ー ン も
 取 り得 る 。
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(29)  a 雲 の間に  オテ1之 トサママデ(御 天道様 まで)  見 え隠れ
b.最 近 は   チ カ シ ゲ1之 ブ ダ ケ(地 下 資 源 部 だ け) 忙 しい(=16b)
G 恐 ろ しい  ヒ トヅメ コゾ 「コ ガ(― つ 目小 僧 が)  現 れ た
先 に み た よ う に(29b)に は 「字 余 り感Jが あ る が ・(29ζc)に は む しろ 「調 子 の 良 さ 」
が 感 じ ら れ る 。 た だ し、 こ の 「調 子 の 良 さ 」 は 、 次 に 示 す リ ズ ム ・パ タ ー ン か らす
る と、 通 常 の(30a)の パ タ ー ン で は な く、 そ れ ぞ れ 「シ ン コ ペ ー シ ョ ン 」isを 起 こ
して い る(30b,c)の パ タ ー ン に は ま っ て い る。
(30) a月 」一りrつ ∫コ
b.♪ 」 ♪∫コn
 オ テン トサ マ デ モ
C.n∫ コ ♪J♪
ヒ ト ヅ メ コ ゾ ーガ
この よ うな 「シ ンコペ ー シ ョン 」の パ タ ー ンは これ まで 指摘 され た こ と はな いが、
言葉 と拍 子の 対応 にお い て この パ ター ンを取 る こ とが で き、 そ こに 「調 子 の良 さ 」
があ る こ とか ら、 七 五定 型 の リズ ム を捉 える上 で考慮 すべ き もの であ る と考 え る。
 モ ー ラ 音 素 の 直 前(即 ち 、 モ ー ラ 音 素 を 含 む 音 節)以 外 の 位 置 に ア ク セ ン トが あ
る場 合 に つ い て 、 こ こ で 全 て の パ タ ー ン を検 討 す る こ と は し な い が、(30b,c)の シ ン
コペ ー シ ョ ンの パ タ ー ンで ア ク セ ン トが4モ ー ラ 目 に あ る例 を み る と、
(31) a.今 さ らに ア バ≧ キ'ヤ1ル ドデ モ(ア バ ン ギ ャル ドで も)あ る まい に
b.目 標 は  コ ス モポ1リ タ≧ ノ(コ ス モ ポ リタ ンの) 理 想 郷
この 場 合 、「字 余 り 感 」が 生 じて い る。 ま た、5モ ー ラ 目が モ ー ラ 音 素 で あ り(即 ち 、
4モ ー ラ 目 ・5モ ー ラ 目 に わ た る 長 音 節 が あ り)、2モ ー ラ 目 ま た は6モ ー ラ 目 に
ア ク セ ン トが あ る 場 合 を 見 る と、
(32) a.フ ラ ンス は  レ ジ 「ス タ≧ ス ダケ(レ ジス タ ンス だ け)有 名 だ
b.塩 ・こ し よ う シチ ミ トニ ガ 「 ラ シ(七 味唐 辛 子)味 噌 ・醤 油
こ の 場 合 に も 「字 余 り感 」 が あ る。 先 に(31,32)と 同 じ位 置 に ア ク セ ン トが あ っ て 、
モ ー ラ 音 素 を 含 ま な い 場 合(=(26))、 及 び 、(31,32)と 同 じ位 置 に モ ー ラ 音 素 が あ っ
て 、 ア ク セ ン トの な い 場 合(=(27))を み た が 、 そ の 場 合 に は 「字 余 り感 」 は、 顕 著
に は 生 じな か っ た。 そ の こ と と合 わ せ て考 え て み る と、 モ ー ラ 音 素 の 配 置 と ア ク セ
ン トが 共 働 す る こ と に よ っ て 、 リズ ム に 対 して 影 響 を 与 え て い る こ とが わ か る。
以 下 、 モ ー ラ 音 素2っ が 、 フ ッ トの 前 項 要 素 に な る 場 合 に つ い て、(23e,e',e")の ぞ
18「 シ ンコ ベー シ ョン」 とは音 楽理論 にお け る用語 で あ り、 拍節 の上で強 拍が 期 待 され る位
置 に、 弱拍 が現れ る ことを いう。 一般 に4拍 子 では1拍 目 と3拍 目に強 拍が現 れ る
(毒 」鍵 」)が 、(30b,c)で は、 それ がずれ て いる(♪ 叢 ♪nrつ 、n∫ つ ♪震 ♪)こ と
にな る。
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れそ れ にあ た る場合 を順 に検討 して い く。 まず、 第2句 の 奇数 モー ラ(第1モ ー ラ
を 除 く)の 内、2っ が モー ラ音 素 で あ り、 全体 が 平板 型 に なる場 合 を考 え る。
(33)  キ ャ ン プで は
b.港 に は
食 品に
プ ロ,yキ ン グ ダケ(ブ ロ ッキ ン グだ け)練 習 し
マ レコ シア サ之 ノ(マ レー シ ア産 の) 嗜 好 品




b. F F F F
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c. F F F F
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(34)で わ か る よ う に、2・3・4番 目の い ず れ か2つ の フ ッ トで 先 の(14)の 規 定 を
犯 し て い る こ と に な る.(33a,c)に お い て は 、1つ の フ ッ ト だ け で 規 定 を 犯 して い る
例(=27a,c)に 比 べ 、「字 余 り感 」 は 大 き い よ う で あ る 。 こ の こ と は 複 数 の 侵 犯 が 「字
余 り感 」 を 引 き 起 こ す こ と を 示 して い る 。 た だ し、(33b)は 、 同 じ複 数 の 侵 犯 で も、
(35)の リ ズ ム ・パ タ ー ン に は ま り 、「字 余 り感 」 を ま ぬ が れ て い る とす る判 断 も 有 り
得 る。
(35) ♪J ♪ ♪J ♪
マ レー シ ア サン ノ
 先 の場合 と同様 に、 モー ラ音素 の 直前 にア クセ ン トが ある場 合 を考 え てみ る。 こ
の場 合 には、 ア クセ ン トの位 置 は、 そ れぞ れ につ いて2つ の可 能性 が あ る。
(36) a サ ラ ダに は
b.モ ン ゴル の
G お な じみ の
d.あ こが れ は
e.政 策 で
L 戒 名 と
ドレ 「,yシ ≧ グダ ケ(ド レ ヅシ ング だ け)後 は な し
ウ ラ≧ パ1=ニ トル ニ(ウ ラ ンバ 』 トル に) 日が の ぼ り
ス ボ1ニ ク スマ ≧ ノ(ス ポ ー クス マ ンの)言 い 逃 れ
ロ マ之 ス グ レ「ニ ノ(ロ マ ンス グ レー の)老 紳 士
デ ノ ミネ 「=ニション ガ(デ ノ ミネ ー シ ョ ンが)す すめ られ
ク リスチャ之 ネrコ ム(ク リス チ ャ ン ネ ー ム)共 に持 ち
こ れ ら に っ い て 、(36a,b,e,Dに は 、「字 余 り感 」 が あ る が 、(36c,d)に つ い て は 、 次 の よ う
な リ ズ ム に は ま り、 調 子 の 良 さ は 崩 れ て い な い19。
(37) ♪J♪ ♪J♪
ス ホ'一 ク ス マン ノ
ロ マン ス グ レー ノ
モ ー ラ音 素 の 配 置 が(37)と 同 じ で も、 ア ク セ ン トが4モ ー ラ 目 に あ る と次 の よ う
ie先 の注12と 同様 に、(36)の い ずれ につ いて も 「シフ ト」(後 述)が 起 こ り、「字 余 り感 」 が
 ない とす る判断 もあ り得 る。
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に、 大 き な 「字 余 り感 」が 生 じ るao。
(38)   現代は トラ≧ジ 「スタ=ガ(ト ランジスターが)不 足気味
モー ラ音 素 の配 置 とアク セ ン トが 共働 す る こと に よる、 リズ ム に対 す る影響 が、 こ
の場 合 に も観 察 で き る。
 最 後 に、(23f,f)に あ た る 、 第2句 の 奇 数 モ ー ラ(第1モ ー ラ を 除 く)3つ 全 て が 、
モ ー ラ音 素 で あ る 場 合 を 検 討 す る。 こ れ は 前 章 で 指 摘 した 問 題 点 の 第2の も の に 関






フ カ ンゼ ンセー ガ
フ カ ンゼ ンセー ダ ケ
F F F F
nenn
mmMmMmMm
(不 完全性が)  指摘 され
(不 完全性 だけ) 指摘 され
この 場 合 に は、 全 く 「字 余 り 感 」 が な い 。 さ ら に(39b)の9モ ー ラ の 句 ま で も、 容
認 可 能 で あ る 。
 これ までの8モ ー ラ4拍 子 論 は、原 理 的 に9モ ー ラ以 上の 句 を 「字 余 り」で あ る
として しま う。 従 っ て、 この よう な現 象 を これ まで の8モ ー ラ4拍 子 論 で説 明 す る
ことはで きな い。
 筆 者 は こ れ に 対 し 「シ フ ト 」 と い う 考 え 方 を こ の 論 に 組 み 込 む こ と を提 案 す る。
「シ フ ト」 と は 、
(41)  フ ッF形 成 が、 通 常 よ り1モ ー ラ右 にず れ た位 置 か ら行 わ れ る こ と
と定 義 す る 。 す る と先 の(39)は 、 次 の よ う に 「シ フ ト」 を 起 こ して い る も の と し て
説 明 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ れ に よ っ て9モ ー ラ の 句 が 容 認 可 能 で あ る こ と も
わ か る 。
(42) a.  FFFF  b. FFFF
nenn   nnnn
      (m)mMmMmMm_    (m)mMmMmMmm
さ ら に、「シ フ ト 」が 起 こ っ て い る とす る根 拠 と して 、 次 の 例 を 挙 げ る 。
20こ の 場合 には、先 の注iz、19以 上 に 「シフ ト」(後 述)の 可能 性が ある。 例 え ば、
        123458789
  現代 は  トラン ジス ターマデ(ト ラ ンジ スター まで)不 足 気味
が、「字 余 り感 」無 く容認 可能 だ と した ら、「シ フ ト」が起 こって い るの であ る。
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(43)       1234567
a 提 案 の カ ンゼ ンセ ー ガ (完 全性 が)
b.提 案 の フ カン ゼ ンセ ー (不 完全 性)
認め られ
指摘 され
(43a,b)と も に第2句 は7モ ー ラ で あ る。 この 例 を み る と(43a) は 全 く 自然 で あ る が 、
(43b)は 「字 足 ら ず 」 に感 じ ら れ る21。 「シ フ ト」 の よ う な 句 と フ ッ トの 対 応 の 「ず
れ 」 を 考 え な い こ れ ま で の8モ ー ラ4拍 子 論 で は 、 同 じ く7モ ー ラ で あ る 句 に お い
て 、 こ の よ う な 相 違 が あ る こ と を 説 明 で き な い。 こ れ に 対 し 「シ フ ト」 を 導 入 す る
と 、(43b)は 次 の よ う に な り、 最 後 の1フ ッ トが、 ま る ま る 空 い て い る こ と か ら こ の
「字 足 ら ず 感Jが 説 明 で き るの で あ る22。
(44) b. F F F F
nnnn
(m)mMmMmM_`
次 に、3っ の モ ー ラ音 素、 そ れぞ れの 直前 に アクセ ン トが あ る場 合 を見 る と、
(45) a 教 育 の ジユ]ニ ホ コ ニ 之 ガ(自 由放任 が)   非 難 さ れ
b.連 絡 は トラ之 シ1ニ パコ デ(ト ラ ン シー バ ー で) と りあ っ た
c.現 行 の イ イ≧ 力孟 セ1ニ ド(委 員 会制 度)   支 持 され ず
こ れ ら の 場 合 に も 「シ フ ト」 に よ っ て 、「字 余 り感 」 が 生 じ る こ と を 回 避 して い るの
が わ か る 。
 最 後 に な る が 、(39,43b,45)の 例 の 他 に も、 こ こ ま で い く っ か の 例 に っ い て 、 注 で
「シ フ ト」 の 可 能 性 を 示 唆 して き た 。 そ れ ら に つ い て は い ず れ も、 前 項 要 素 が モ ー
ラ 音 素 で あ る フ ッ トが複 数 あ る 場 合 か ま た は 、 前 項 要 素 が モ ー ラ 音 素 で あ る フ ッ ト
が あ り か っ ア ク セ ン トが フ ッ ト境 界 に あ る 場 合 で あ っ た 。 こ の よ う な 条 件 が 誘 因 と
な り、『シ フ ト」 が 起 こ る も の と考 え られ る が 、 ど の 程 度 そ の 条 件 が 満 た さ れ た と き
「シ フ ト 」 が 起 こ る の か 、 そ れ を 決 定 す る こ と は 、 現 段 階 で は で き て い な い。 この
21(43㍉b》 にお け る 「字足 らず感 」の相 違は、 助 詞の 有無 によ るもの で はない。 次の例 が お さ
ま りよ く感 じられ るこ とか ら、 助詞 の 有無 は、 「調子」 の良 し悪 しについ ては、 影 響 を与
えていな い こ とが わか る。
       1234587
    小 説の ゲンブ ンイ ッチ(言 文一致)進 め られ
22元 々最 終 フ ッ トが空 いて いる5モ ー ラ句 において 「字足 らず感」 がな く、 この場合 にそれ
が 「字足 らず」 にな るのは何故 か とい う ことにっいて は、 おそ ら く5→7→5、 即 ち く短
→ 長→短)と い う長 さの変化 に対 す る 「期 待感 」 という点 を考慮 しな けれ ばな らな い問題
で あ ると思 われ る。
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点 につ い ては モ ー ラ音素 の種類23及 び配 置 な ど に よって・ 差 が で る可 能性 もあ り・
さらに、「個 人 差 」も大 きな ところ であ る と予 想 され る。 本稿 で は・ 言 葉 と拍 子 の 対
応 に関 して・ これ まで 見過 ごされ て いた 「シフ ト」の よ うな対応 が あ る こ とと・ モ
_ラ 音素 とア クセ ン トがそ の誘 因 と して働 くこ とを示す にと どめ る。
4.2.モ ー ラ音 素 ・ア ク セ ン トの 影 響 と文 節 境 界
3.2節 で 述 べ た 上 山(1991)の 規 定 は 、 文 節 と拍 子 が 食 い 違 う場 合 「字 余 り感 」 が 生
じる、 と 捉 え る こ と が で き る も の で あ っ た が 、3.3節 で み た よ う に、 同 じく こ の 条
件 を 犯 して い て も 「字 余 り感 」 に 差 が 生 じる 場 合 が あ る。 先 に(20)と し て 挙 げ た 例

















(46)の 第2句 は、 文 節 境 界 と 拍 子 が 食 い 違 っ て い る 点 で は 同 一 の 構 造 で あ り、 上 記
の 上 山 の 規 定 に 違 反 して い る。 しか し、3.3節 で 見 た よ う に(46a)と(46b,c,d)の 間 に は
「字 余 り感 」 に 相 違 が あ る。(46a)で は 「字 余 り 感 」 が 生 じる の に、 な ぜ(46b,c,d)で
は 「字 余 り感 」 が 生 じな い 、・あ る い は 小 さ い の か と い う 点 が 説 明 さ れ な け れ ば な ら
な い 。
 お そ ら くこの場合 に もモ ー ラ音 素 の配 置 とア クセ ン トの位 置の影 響 を 考慮 す る こ
とで、「字余 り感 」の相違 を捉 え る こ とが で き る。(46)の モー ラ音 素 の配 置 とア クセ
ン トの 位置 は、 次 の よ うに なって い る。
(47)  [か わ ず][と び こん だ 】
b.[か わ ず][お よい で る1
 [か わ ず][し ず ん で る]





そ れ ぞ れ の 第2文 節 で 、(47?c)に は、3モ ー ラ 目 に モ ー ラ 音 素 が あ り 、(47b,d)で は、
23本 稿で は、 モー ラ音 素の 種類 に よる 「字余 り感Jの 程度の差 を考 慮 にいれ る こ とは しなか
 っ た。 しか し、 モー ラ音素 の 自立 性の差 異 によって 、「字余 り感」 に程度 の差 が生 じる可 能
性 は あ る。 例 え ば、 口頭発 表で用 いた次 の例 につ いて、「字余 り感 」 に程 度の差 が あ る、 と
い う御 指摘 を吉 田夏也氏(京 都大学 大学 院)か らいた だい た。
a.最 後 に は ニセ キ ト「一 シマデ(に せ祈祷 師 まで)現 れ た
b.様 々な  ニセ キタ 「イチマデ(に せ期 待値 まで) うわ さ され
C.最 近 は  チカ シゲ 、ンブダケ(地 下資 源部だ け)忙 しい
d.様 々 な  アク ロ血 トニモ(ア クロバ ッ トに も)興 奮 し
モー ラ音素 間の 自立性の 相違 にっ いて、 窪薗(1992)で 指摘 されて い るが、 その ような指 摘
とあわ せて、 今 後 さらに検討 してい きたい。
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3モ ー ラ 目 か ら ア クセ ン トが 「低 」 に 変 わ っ て い る。 そ れ ぞ れ にっ い て 文 節 境 界 と
拍 子 の 食 い 違 い を 避 け る よ う に、 フ ッ トが 形 成 さ れ る と す る と 、(48a,b,c,d)の よ う に
な る 。 し か し、(47b,c,d)に っ い て は 、 実 際 に は 、(48b,c,d)で は な く、 そ れ ぞ れ(48b',c',d')
の パ タ ー ン を 取 っ て い る も の と思 わ れ る 。
(48)  a.F F   F  F      a'
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[カ ワ ズ_][ト ビ コ1ン ダ]… ≠
mmm  mmm「Mm




[カ ワ ズ-][オ ヨ 「 イ デ ル] ⇒
mmm  mmlMmm
F F  F F
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[カ ワ ズ_][シ ズ ン デ ル] ⇒
mmm  mmMmm
d.  F F F  F
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F  F  F   F
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[カ ワ ズ][ト ビ コ 「 ン ダ]
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F  F   F  F
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[カ ワ ズ][オ ヨ 「 イ デ ル]
mmm mm「Mmm
F  F  F F
<<<<
[カ ワ ズ][シ ズ ン デ ル]
mmm mmMmm
F  F  F  F
<<<<
[カ ワ ズ][シ ラ1ベ テ ル]
mmm mmlmmm
 こ こ で(48b,c,d)と(48b',c',d')を 比 較 す る と、(48b,c,d)で は 、 モ ー ラ 音 素 と ア ク セ ン トの
位 置 が 、 前 節 ま で に み た、 リ ズ ム に 影 響 を 与 え る 位 置 に あ る 。 即 ち、 モ ー ラ 音 素 が
フ ヅ トの 前 項 要 素 で あ る か(=(48b,c))、 あ る い は ア ク セ ン トが フ ッ ト境 界 に あ る(=
(48b,d))。 一 方 、(486',c',d')では 、 モ ー ラ 音 素 も ア ク セ ン トも リ ズ ム に 影 響 を 与 え る 位
置 に は な い。 従 っ て(48b,c,d)の よ う な モ ー ラ 音 素 と ア ク セ ン トの 位 置 が 誘 因 と な っ
て 、 前 節 で み た 句 全 体 の 「シ フ ト」(以 下 、「句 シ フ ト」)同 様 の 「シ フ ト 」が 句 中 の
文 節 頭 で 起 こ り(以 下 、「文 節 シ フ ト 」)、 文 節 境 界 と拍 子 の 食 い 違 い に つ い て の 規
定 を 「乗 り越 え 」 て し ま う もの と思 わ れ る。
 こ れ に 対 し、(48a)で は、 モ ー ラ音 素 及 び ア ク セ ン トの 位 置 は、 リ ズ ム に 影 響 を 与
え な い 位 置 で あ る。 さ ら に(48a')の よ う な 変 化 が 起 こ る と す る と、 モ ー ラ 音 素 が フ
ッ トの 前 項 要 素 に な り、 か つ ア ク セ ン トが フ ヅ ト境 界 に 来 る こ と に な る 。 こ の よ う
な モ ー ラ音 素 の 配 置 及 び ア ク セ ン トの 位 置 が 、(48の へ の 変 化 を 阻 害 す る 因 子 と し
て 働 い て い る も の と思 わ れ る 。 そ の 結 果 、 文 節 シ フ トが 起 こ ら な い た め に、 文 節 境
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界 と拍 子 の食 い違 いに よ る 「字 余 り感 」 を避 け る こ とが で きな いの で あ る。
 上記 の説 明 を これ まで に紹 介 した他 の 例 に も当 て はめ てみ る。(49)を み る と、 別
宮 が挙 げた 「浪 間 か き わけ て 」 「息 もつ きあへず 」の2例 ・ 上 山が挙 げ た 「りぽ ん
ととの えて 」は、 いず れ も上記 の 阻害 因子 とな る位 置 に アクセ ン トが あ る こ とが わ
か る。 この こ とか ら、「文 節 シ フ ト」が起 こ らず、 これ らの場 合 に は、 顕 著 な 「字 余
り感 」が避 け られな い もの となっ てい る・
(4g)  a.
C.
F F   F  F
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[ナ ミマ ―][カ キ ワ 、 ケ テ]
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[リ ボ ン_][ト トノ 「エ テ]
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b.  F F  F  F
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[イ キ モ_][ツ キ ア コ ヘ ズ]
mmm  mmmlmm
 別 宮 の 挙 げ た 「わ が 思 ふ 人 は 」 に つ い て は 、 問 題 が あ る。 こ の 例 で は 、(49)の 例
と異 な り、 文 節 と拍 子 が 食 い 違 う の は、6モ ー ラ 目 か らの 文 節 「人 は 」 で あ る 。 こ
の 「ヒ トrハ 」 の ア ク セ ン トの 位 置 は 、「文 節 シ フ ト」 の 誘 因 に な る 位 置 に あ る 。 し
か し、 別 宮 の 分 析 で は 、 こ の 例 に も 「字 余 り感 」 が あ る こ と に な っ て い る 。
 筆者 は、 この場 合、 顕 著 な 「字余 り感 」があ る とす れ ば、「思 ふ 」の ア クセ ン トの
位 置 とその音 連続 に問題 が あ る と考 え る。 アクセ ン トの位 置 は、句 頭 か ら4モ ー ラ
目であ り、 リズム に影 響 を与 え る位置 にあ る。 また、「オ五 立 」の母 音 連 続 は、 音声
学 的 には、 容 易 に2重 母 音(ま たは、 長 母 音)と して 実 現す る。 この ため に、 以下
に示 す よ うに、(29b)に 準 ず る環境 が 成立 してい る と考 え るこ とが でき る。
(50) ワガオモ1ウ ヒトワ
mmmmlMmmm
c? チ カ シ ゲ1ン ブ ダケ(コ29b)
この よ うな問題 の な い例 と して、 次 の2つ を 比較 して み る。
(51) a 世 の 中は サ イ キ・ン ノヘ ン カ(最 近 の 変 化)憂 えて る
b.世 の 中 は サ イ キ ン ノニ ホ ン(最 近 の 日本)憂 えて る
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こ の2つ の 相 違 は 微 妙 で あ る が 、(51b)の 容 認 性 が 、(51a)に 比 べ て 高 い24。 こ の 相 違
は 、 第2句 の 第6モ ー ラ か ら始 ま る文 節 「へ 「 ン カ 」 「ニ ホ 「 ン 」 の モ ー ラ 音 素 及
び ア ク セ ン トの 位 置 が、 そ れ ぞ れ 「文 節 シ フ ト」 の 阻 害 因 ・誘 因 に な る 位 置 に あ る
こ と か ら 説 明 で き る 。 従 っ て 、 上 記 の 説 明 は6モ ー ラ 目 か ら始 ま る 文 節 に お い て も
妥 当 で あ る と考 え ら れ る26。
 最 後 に 、「句 シ フ ト」 と 「文 節 シ フ ト」 の 関 係 及 び 「文 節 シ フ ト」 と 「シ ン コ ペ ー
シ ョ ン 」 の 関 係 を 考 え て み る 。 問 題 は2つ あ る 。 まず 、「句 シ フ ト」 が 複 数 の 要 因 に
よ っ て 誘 発 さ れ る の に 対 し、 な ぜ 、「文 節 シ フ ト」 は1つ の 要 因 に よ っ て も 起 こ り得
る の か 、 こ れ が 第1点 で あ る。2点 目 は 、 例 え ば 先 に み た(49?は 、 文 節 境 界 を 考
え な け れ ば 、(29c)と 同 じモ ー ラ 音 素 及 び ア クセ ン トの 配 置 に な っ て い る の に、 な ぜ 、
この 場 合 に 「シ ン コ ペ ー シ ョ ン 」 の パ タ ー ン を と る こ と が で き な い の か 、 即 ち 、「シ
ン コ ペ ー シ ョ ン 」 の パ タ ー ンへ の 「文 節 シ フ ト」 が、 な ぜ 起 こ り得 な い の か 、 と い
う 点 で あ る。
 筆者 は、 現 在 の と ころ、 この2つ の 問題 の いず れ につ い ても、 根拠 の あ る明確 な
説 明 を与 え る こ とはで きな い。 こ こでは 「可能 な 」説 明 を示 し、別 の機 会 に改 め て
論 じる こ と と した い。
 まず、1点 目にっ いて は、「シフ ト」 によって動 か され る領域 の 大 きさ と、「シフ ト」
に よって乗 り越 え られ る規定 の強 さ とい う2つ の要 素 を考 慮 す る必要 が あ る もの と
考 え て い る。 前者 は、「シフ ト」 され る領 域 の 大 きさ(句 〉文 節)と そ れ を 引 き起 こ
す 誘 因の 大 き さ(多 さ)が 比 例 す るの で はな いか、 とい う予想 に基 づ い て い る。 後
者 は、 「句 シフ ト」が乗 り越 え る規 定 が、 これ まで 明示 的 に は示 さな か った が、「句
頭 が拍 子 に あ う 」26と い う規定 で あ り、 そ れが 「文節 シフ ト」が乗 り越 え る 「(句
中 の)文 節 頭 が拍子 にあ う」 とい う規定 よ りも強 い の では な いか とい う予 想 に基 づ
い て いる。
次 に、2点 目につ いて は、「文節 シフ ト」が、 規定 を乗 り越 え る ための 救済 策 で あ
24た だ し、 この場合、(51a)に 必 ず しも大 きな 「字余 り感」 は生 じて いな い、 とす る判 断 も有
り得 る。 これ は、 お そ らく文節 境界 と拍 子の 食い違 いが起 こる位 置 に よって、 リズ ム に対
する影 響 力が異な るためで あろ う。 句 を構成 す る2っ の文 節の モー ラ数 が3+5の とき と、
5+3の と きで文節 境界 に よ る影 響 力が異 な るのは、 後述 する 「4拍 子 は2拍 子 の 複合 」
で あ るとい う ことと関連す る もの であ ろ う。
2b論 理 的可能 性 として は、 句 を構成 す る2っ の文節 の モーラ数 が、1+7、7+1モ ー ラで
 あ る場 合 も、 ここでの議論 の対 象 とすべ きもの であ る。 しか し、 おそ ら く1モ ー ラの 文節
 が、現 代東 京方言 ではやや特殊 であ る ことか ら、「字余 り感 」 を評 価す る ことが困難 で あ り、
 本稿 では扱 えな か った。
26こ こで は、7モ ー ラ句 で、 1_カ1ワ ズ1ト ビ1コ ム ―の よ うに句頭 に休止 があ る場合 も
 この規 定 に含む もの とす る。
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る こ と と、「シ ン コ ペ ー シ ョ ン 」 の パ タ ー ン 自 体 が ・1つ の 救 済 策 で あ り・ 通 常 の パ
タ ー ン よ り も有 標 性 が 高 い こ とに 関 係 が あ る も の と思 わ れ る 。 「シ フ ト」 が 目 標 と
す る パ タ ー ン は・ も っ と も 無 標 の パ タ ー ン だ け で ・1つ の 救 済 策 を 受 け た 後 の パ タ
_ン(=「 シ ン コ ペ ー シ ョ ン 」 の パ タ ー ン)へ と さ ら に 救 済 策 を 施 す こ とが で き な
い とす る こ とで 、2点 目の 問 題 につ い て は、 説 明 が 与 え ら れ る も の と考 え る 。
5.七 五 定型 の リズ ム と リズ ムを規定 す る要 因
 前 章 での観 察 お よび考 察 に よって、 七五定 型 の リズ ム を捉 え る上 で考 慮 すべ き要
素 を3つ 指摘 した。
(52)  a.モ ーラ音素 とア クセ ン トに よる影響
b.可 能な リズ ム ・パ ター ン(シ ン コペ ー シ ョン を含 む)
C.シ フ ト(句 シ フ ト及 び 文 節 シフ ト)
 (52a)が前 章 での考 察 の 中心 で あっ た。確 認 してお くべ き こ とは、複 数 の モー ラ音
素の 配 置や モー ラ音 素 とア クセ ン トの 配置 が共働 す る こ とに よっ て、 初 め て、 リズ
ム に対 して顕 著 な影 響 を与 える とい う こ とで あ る。 即 ち、1っ の モー ラ音 素 及び ア
クセ ン ト単独 の 影 響が仮 に 「可能 な リズ ム ・パ ター ン 」 と齪 齪 す る影 響 を与 え る と
きで も、 そ の影 響 は単独 で は潜 在化 して しま い、 顕 著 な 「字余 り感 」を 引 き起 こ さ
ないの で ある。
 こ の 点 が3.2節 で み た モ ー ラ音 素 の 配 置 につ い て の 別 宮 と 寺 西 の 見 解(cf.(8,9))の 相
違 を 引 き 起 こ した 原 因 で あ る。 別 宮 は、 こ の 「潜 在 化 」 を も っ て モ ー ラ 音 素 が 拍 子
の 「頭 に 」 き て も 「さ しっ か え な い 」 と した も の と思 わ れ る 。 しか し、 そ れ が ど ん
な 環 境 に お い て も 「さ しっ か え な い 」訳 で は な い こ と は、 前 章 で 示 し た通 りで あ る。
た だ 一 方 で 、 モ ー ラ 音 素 が フ ッ トの 前 項 要 素 に な る と、 そ れ だ け で 「字 余 り感 」 が
生 じ る とす る な ら、 そ の 規 定 は、 東 京 方 言 話 者 の 直観 に 照 ら して 、 強 す ぎ る も の と
言 わ ざ る を得 な い 。
 (52b)の 可 能 な リズ ム ・パ タ ー ン に つ い て の 提 案 、 特 に シ ン コペ ー シ ョ ン に つ い て
の 提 案 は、 こ れ ま で の8モ ー ラ4拍 子 論 で 考 え られ て い た リズ ム ・パ タ ー ン に、 容
認 可 能 な リ ズ ム ・パ タ ー ン を 新 た に 付 け 加 え る べ き で あ る と い う提 案 で あ る。 こ れ
まで は 、 前 か ら2モ ー ラ ず っ 区 切 っ た(53a)の パ タ ー ン だ け が 考 え られ て い た が 、4.1
節 で 見 た よ う に、 モ ー ラ音 素 及 び ア ク セ ン トの 位 置 に よ っ て 、(53b1,b2,c)の パ タ ー ン
を と る こ と も で き、 そ の パ タ ー ン に も 調 子 の 良 さ が あ る27。
27た だ し
、 お そ ら くa、b、cの 順 で 、 容 認 度 は 低 くな る も の と 思 わ れ る 。
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(53)  a ∫コ ∫―コ ∫つ 」――コ
b1. ♪  」  ♪ ∫―コ  ∫―コ
b2. n∫ コ ♪ 」 ♪
G ♪ 」 ♪ ♪ 」 ♪
 こ こ で 興 味 深 い 問 題 を 指 摘 して お き た い 。 そ れ は 次 の よ う に4モ ー ラ 目 と5モ ー
ラ 目 に わ た っ て ア ク セ ン トの あ る 長 音 節 が 存 在 す る と き、 大 き な 「字 余 り 感 」 が 生
ま れ る と い う こ と で あ る。
(54)       」一一「⊃  ♪     J     ♪  ∫一一⊃
    mmmmlMmm皿
cf.チ カ シ ゲ ン ブ ダ ケ(=29b)
こ れ は 、 音 楽 理 論 で 「4拍 子 は2拍 子 の 複 合 」(芥 川(1971,p.91))で あ り、 さ ら に4
拍 子 が 「強 い 第1拍 、 や や 強 い 第3拍 と い う2っ の ア ク セ ン トを も っ て い る 」(同
前)と い わ れ て い る こ と と も 関係 が あ る も の と思 わ れ る 。(53)の パ タ ー ン は、 全 て 、
2拍 子 の 組 み 合 わ せ で で き て い る 。 一 方(54)の 例 で は、 こ の よ う な2拍 子 の 組 み 合
わ せ は み られ な い。 ま た、 「や や 強 い 第3拍Jが 実 現 さ れ る べ き と こ ろ で、 ア ク セ
ン トが 高 か ら 低 に 変 わ り、 か っ 通 常 モ ー ラ よ り聞 こ え の 小 さ い モ ー ラ音 素 が 第3拍
に く る こ と が 、「や や 強 い 」 と い う 要 請 と矛 盾 し、 そ の た め に(54)の よ う な パ タ ー ン
の 容 認 性 が 落 ち る の で あ ろ う。
 最 後 に、(52c)の 「シフ ト」に つ い て ま とめ る。 これ は(52a)の モー ラ音 素 の 配 置
及 び ア クセ ン トの 影 響の1つ の帰 結 で ある と考 え られ る。 モー ラ音 素の 配 置及 び ア
クセ ン トが 「可能 な リズム ・パ タ ー ン」 と齪 酷す る影 響 を与 え、 それが 規 定 す る リ
ズム ・パ ター ンが 優 勢 にな る。 そ の結 果 と して、 モ ー ラ音 素の配 置 及び ア クセ ン ト
に従 う よう に拍 子 意識 が形 成 され るため にr句 シフ ト」で は句 が、「文節 シフ ト」で
は 文節 が、1モ ー ラ分 前 にず れて いる と感 じられる もの と思 わ れ る。
 前 章 で も述 べ た とお り、 モー ラ音 素 や ア クセ ン トにつ い ての 条件 を設 け た とき、
どの程度 の侵 犯が 「シン コペ ー シ ョン」・「シフ ト」のパ ター ンを 引き起 こす のか は、
いず れにつ いて も確定 で きて い な い。 モー ラ音素 の種 類 や、 条件 の侵 犯 が起 こる位
置 な どで さ らに傾 向を捉 え る こと は可能 か も知 れな いが、 個 人 差 も大 き な と ころで
あ ると思 わ れる。 以 下 に本稿 で捉 え得 た範 囲での まとめ を示 す。 上 半分 は条件2の
侵犯 がな い場 合、 即 ち、 文節境 界 とフ ッ ト境 界 が食 い違 わ な い場 合 で あ り、 下半 分
は、 その侵 犯 が あ る場 合 で ある。
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(55) 「字余 り感 」
条件2の 侵犯
無 ← ― 一一―一→ 大 ← ― ―一 ―一 〉 小
無
条件1の 侵犯      無    少          多
一 るパター ??一ft・∴ '襟
、
条件1の 侵犯              無     少 多
条件2の 侵 犯 有
 「字 余 り感 」              大 ←―一 〉 小
[条 件1]a.モ ー ラ音 素 は フ ッ トの 前 項 要 素 に なっ て は な らな い。
     b.ア クセ ン トは、 フ ッ ト境 界 に あっ て はな らな い。
[条 件2] 文節 境 界 とフ ッ ト境 界 は食 い違 って はな らない。
 上 記 の 図 で は、「シ ン コペ ー シ ョ ン 」 の 可能 性 が2ヶ 所 に記 さ れ て い る が 、 こ れ は 、
「シ ン コペ ー シ ョ ン 」 の パ タ ー ン が 侵 犯 の 数 だ け で な く、 位 置 に よ っ て も規 定 さ れ
る た め で あ る。 例 え ば 、(27a,c)の よ う に1つ の 侵 犯 で も 、「シ ン コ ペ ー シ ョ ン 」 の パ
タ ー ン は 可 能 で あ り(cf.注17)、 一 方 、 同 じ1つ の 侵 犯 で も(27b) の 場 合 は 、 そ の 可
能 性 は な い 。 ま た 、 次 の 例 で は 、 条 件 の 侵 犯 が4つ あ る が 「シ ン コペ ー シ ョ ン 」の
パ タ ー ン に は ま っ て い る た め 「字 余 り感 」 が 小 さ く な っ て い る の で あ る。
(56)   F FF F
nnnn
夢 の 中 ニ ホ1ン ガ ホ ロ「 ンデ(日 本 が滅 ん で)大 騒 ぎ
6.結 び
 本稿 で は、 七五 定型 の リズ ム ・パ ター ン とそ の パ ター ンに対応 す る言 語上 の特 徴
との関 係 を考 察 した。 も し、 七 五定 型 の リズム が、単 に8モ ー ラ分 の等 時 的単 位 の
繰 り返 しで、 モー ラ数 以 外 の言語 的 要 因 によっ て何 も影 響 を受 け ない な ら、 七五 定
型の リズ ム とその 容認 可能 なパ タ ー ンの考察 は、 言語 学 よ りもむ しろ音 楽 や心 理 学
の問題 で あ ろう。 しか し、 本 稿 で明 らかに した よ うに、 モ ー ラ音 素 の配 置 ・ア クセ
ン トの位 置 ・文 節 境界 の位 置 が、 実際 には大 き な影響 を与 えて お り、 リズム を規定
す る言語 内的 な要 因 とな って いる。 この ことを示 しえ た こ とか ら、単 に詩 的言 語 の
リズム だ けで な く、 今 後 の 日常言 語 にお け る リズム研 究 の ため にも 一つ の 基盤 を与
え得 た もの と考 え る。
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